
令和元年度第２回千葉県博物館協議会会議 議事録 

 

日 時：令和元年１１月２９日（金）１３：３０～１５：４５ 

会 場：千葉県立房総のむら 総屋２階会議室 

出席者：委 員  岡本委員（議長）、西田委員（副議長）、内山委員、淺岡委員、 

          細井委員、齊藤委員、関沢委員 

    博 物 館  藤田房総のむら館長、渡辺美術館長、望月中央博物館長、 

          矢島現代産業科学館長、鈴木関宿城博物館長 

    文化財課  植野学芸振興室長 

 

館内視察：１３：３０～１４：００（商家町並み～武家屋敷～上総の農家） 

 

１ 開会【事務局】 

  委員１０名のうち７名の出席により会議は成立。 

  傍聴希望者なし。 

 

２ 館長あいさつ【藤田房総のむら館長】 

 

３ 房総のむらプロモーションビデオ（ダイジェスト版）上映 

 

４ 議事 「博物館利用者の自己実現への支援について」 

議 長：今回は、房総のむらを中心に、自己実現への支援というテーマで協議しま 

す。房総のむらからテーマについて説明をお願いします。 

房総のむら：説明 

議 長：今房総のむらから自己実現への支援についてのむらの取り組み等について

説明がありましたが、御意見・御質問ございますか。 

議 長：（資料にあった）野田の博物館のキャリアデザインの取り組みや北海道にお

ける異世代の交流とは、具体的にはどういうものか。ユニークなことをや

っているのか。 

房総のむら：野田の方はまだ具体的な動きとしては出ていないようである。 

北海道の方は、地域の博物館と一緒になり、高齢者の知識と経験を生かし

て、地域の資源のマップを作製したり、地域の資源の探索ツアーを企画し



たり、昔の道具の使い方を動画で撮影したり、学習会等を行っている。こ

れらに参加した高齢者の方の満足度が高いという報告が上がっている。 

委 員：（説明にあった）ユニバーサルマナーとはどういうものか。 

房総のむら：健常者にとっては問題の無いちょっとした段差でも、高齢者や車いすの人

にとってはどうだろうかというような相手側の立場に立って思いやる気持

ち、そういった考え方のことである。 

バリアの多い当館では、なかなか解消できないわけですが、ハードでは無

くソフトな面、具体的には職員がお手伝いをしていくなどして補っていこ

うとするものである。 

委 員：久しぶりに来館し、前回視察できなかったところを見せていただき、こう

いった時代を知っている世代としては懐かしさを感じた。今後自己実現を

しながら、次の次の世代にこのような感覚を伝えるのはなかなか難しいの

ではないかと思う。いろんな体験とか工夫はしていると思うし、今技術を

知っている人がいて、人を育てることも行っている。体験の中にはグレー

ドがあり、重ねて上級に行く人がいるが、そういう人からボランティアに

結びつく人はいるのか。体験を通じてボランティアに昇格していくという

道筋があっても良いのではないだろうか。 

房総のむら：ボランティアに来た人から職員、体験に来た人からボランティアにといっ

た例はある。 

議 長：今日のテーマに関連して、各館の取り組みはどうなっているのか。 

美 術 館：みる、かたる、つくる（鑑賞、講演会、作品を作る）の３つのキーワード

で美術館活動を行っている。つくるに関しては、大人、子ども向けの体験

講座を実施している。大人向けでは、陶芸をはじめとした６講座、また友

の会主催では絵画、写真などの１２講座を実施し、高齢者の生涯学習的な

場となっている。子ども向けでは、子どもの日に美術館の中庭で模造紙に

大きな絵を描くというワークショップを実施している。県民の日のワーク

ショップでは子どもたちが日本画教室に参加している。オリジナルモノレ

ールを作るというワークショップでは、職員がモノレールの会社に出向い

て実施している。また、今回の特別展に関連して子ども向けワークショッ

プ「もこもこ盛り上げ岩絵の具」を実施している。 

博学連携では、学習キットの利用、学校へ出向いての授業、先生向けの講



座、職場体験やインターンシップ、博物館実習等を行っている。 

今年度からボランティアをミュージアムサポーターという名称に変更し、

３３名が活動している（６０歳以上が２５名）。情報資料室の運営の補助、

子ども向けのワークショップの補助を行い、今年度から美術館ガイドも行

うために研修を実施している。 

中央博物館：外部研究員の受け入れを行っている。市民研究員あるいは共同研究員とい

った立場で受け入れし、館の職員と一緒に研究をしている。 

また、自主的に運営している８つの中央博サークルがあり、館の職員が助

言等を行っている（地学同好会、苔のサークル、歴史のサークル等）。週１

回～月１回の頻度で、３００名ぐらいが活動している。 

ボランティアでは、展示室の解説、標本等資料の整理、調査研究の手伝

い、観察会・イベントの手伝い、生態園での来園者の対応等がある。今年

度は１７０人以上が登録している。 

この３つについて、重複登録もあるが、手伝ってもらったり、館が手伝っ

たりすることで自己実現につながる場となっている。 

現代産業科学館：大人から子供まで、産業に応用された科学技術を体験的に学んでもらうこ

とが館の大きな目的となっている。来館者は、小学校以下の子どもと保護

者が中心である。そのため、小学生以下を対象とした実験工作教室を開催

している。スタンプカードを導入し、貯まると「ちびっこ博士認定証」と

いう賞状を渡している。リピーターの子どもも多い。また、職員が学校や

公民館等に出向いて行うこともある。職場体験、インターンシップ、理科

の先生向けの研修を実施している。 

ボランティアは仕事をリタイアされた方が中心だが、実験工作教室に一緒

に入ってもらい補助してもらっている。 

関宿城博物館：平成３０年度の来館者９６，０００人のうち、６割が６５歳以上である。

講座・教室、ワークショップ、講演会ではリピーターも多い。これに対応

するために古文書講座では入門編、初級編といったものを作っている。そ

ば打ち、城下の様子を巡るといったものにもリピーターが多い。他館同様

に職場体験、インターンシップ、博物館実習、教員向けの研修等も行って

いる。ボランティアでは、展示解説、資料整理、講座補助等、６２日間、

のべ８２人に参加してもらっている。 



野田市郷土博物館と協力し、地域ネットワークとして地元を知るための文

化財の町歩きマップを作成中である。 

議 長：自己実現をどのように社会に還元していくのかという視点は重要である。

報告にあった地域づくりにどうやって結び付けていくのか大きなテーマで

ある。 

委 員：歴博でも他館と同じような活動を行っている。ボランティアや友の会が有

力なサポーターとなっているが、一方ではやや閉鎖的になっているのでは

ないかということ、そして高齢化ということが起きている。若い世代に入

ってもらいやすくすること、より広く開いていくことが課題となってい

る。閉じてしまうと限定的な人たちの自己実現となってしまう。 

議 長：ボランティアが閉じてしまうのは、館側の問題なのかボランティア側の問

題なのか。 

委 員：仲間になってしまい、新しい人が入りにくくなってしまっている。 

議 長：何か開いていくような方法はあるのか。 

中央博物館：（高齢化に関しては）中央博物館でも同じような状況である。若い人にサ

ークル等に参加してもらいたいが、平日の昼間に参加できるのは退職者か

主婦の方に限られてしまう。月に１回でも良いので、土日開催の日をつく

るなど、中学生等が参加できる仕組みを考えたい。 

文化の日に「自然誌フェスタ」というイベントを開催しており、ボランテ

ィアやいろんなサークルが出展する。このときに子どもが多く来館するの

で、子どもが喜ぶメニューを用意し、後継者になるような人をスカウトす

る場面として活用している。世代が若返るように意識はしているが、母数

に占める退職者の割合が大きすぎる状況である。 

議 長：若い人は時間的な制約があって、ボランティア活動に入っていけない状況

はどこでも同じである。 

房総のむら：むらのボランティアは少人数での活動が多い。体験では、同じ体験に同じ

人ばかりが入ることにより指導者とも顔なじみになり、サロン的になって

しまうことがある。今後は体験の受け付け方等で改善していく。 

県の雇用労働課や支援団体と調整中だが、ニートとか引きこもりの人をま

ず家から出てもらうお手伝いもできればと思っている。むらにきて何かを

感じ取ってもらう。将来的には、ボランティアや職員、そして伝統工芸の



後継者の確保につながればと思っている。 

議 長：体験型で、屋外でいい空気を吸いながらここで再出発してもらうというの

はいいアイデアではないだろうか。 

委 員：千葉県生物学会と長く関わっており、（中央博物館の）「自然誌フェスタ」

にも協力している。１１月２３日に毎年行っている７０回を超えた児童生

徒の発表会がある。今回小学生～高校生で３０件の発表があった。小中学

生の発表が増えてきており、また博物館の学芸員の指導を受けて能力を伸

ばしていくことが増えてきている。若い世代と博物館との関わり方とし

て、体験だけでなく発表の場を設けるとよりよいのではないか。 

委 員：森田知事が来られることはあるのか。 

房総のむら：何度か来館していただいており、１１月３日のふるさとまつりには餅まき

にも参加してもらっている。 

委 員：森田知事にはアウトドア活動をやっているイメージがある。むらではそう

いった遊びはできるのだろうか。 

博物館には３つの柱、調査研究、資料収集、展示教育があるが、今日の話

で４番目に自己実現という柱が生まれつつあるのではないかと思う。博物

館は来館者にとっても、職員にとっても、ボランティアにとっても自己実

現の場だと思う。また新たな職業教育の場、更生施設、高齢者と若い世代

の世代間交流の場でもあるのではないか。もっと広い意味でとらえると伝

統文化を新しい世代に継承していくことになる。房総のむらでしかできな

いことは何かを考えていくと、子供の頃屋外で様々な遊びをしていたが、

こういった遊びを通じて、大地・空・海などの自然相手に体験していたこ

とが、将来の自己実現に繋がっていくのではないだろうか。遊びを通じ

て、エコミュージアムであり、野外型の博物館、古代の遺跡を現地で保存

している房総のむらで自然と触れ合う、エコミュージアムでしかできない

方向でもっと可能性があるのではないかと思う。自己実現というのは大変

素敵なキーワードだと思う。 

委 員：私達は子ども会で昔の遊びのプログラム（小４から小６）を一年かけてや

っている。小学生を指導するのが中学生、それを高校生、大学生がサポー

トしている。楽しかった、おもしろかったという気持ちを新しい次の世代

に伝えていく。毎年同じだと飽きてしまうので、３年分のプログラムを作



って違うことをやっている。現在は３６、３７歳の人がとりまとめしてい

るが、小４のときから参加している人である。人材育成は非常に年月がか

かり、ボランティア意識を育てることも非常に長い年月がかかる。ちょっ

と行って竹細工をやって１０分、２０分やってできたではまるでダメなん

です。 

最近は子どもだけで外で遊ばせることはほとんどない。親は誘拐などの犯

罪を怖れており、「目を離すと何をされるかわからない」という意識があ

る。地域の中で大人が目配りしないといけない。でも大人も忙しいので、

意図的にプログラムを組んで、みんなで見守りながら、やっていく必要が

ある。 

息の長い活動が必要で、それを博物館に求めるのは非常に難しい。色の付

いたダルマでは子どもの創造性が育たない。白いダルマと水・絵の具・筆

を与えると子供は自由なのを作る、ただ３時間ぐらいかかる。時代時代に

合ったプログラムを作る必要があり、人材育成には長い時間がかかる。 

委 員：小学生がここに見学に来ることは、次世代に繋がる宝ではないか。房総の

むらは歴史・文化が凝縮されており、伝統文化、工芸、暮らしなどが味わ

え、そこから興味を持ち、県内の各地に行ってみるという自分の学びを広

げるきっかけの場ではないか。そして千葉県をより深く知るということが

ゴールになるのではないか。 

私も城に興味はなかったが、関宿城博物館に行って城の良さに気付いた。

むらにきて博物館のおもしろさを知って、深く学んでみたいとなる。深く

学ぶと誰かに伝えたくなる。学んだことを発揮する場を設けることで、学

びの循環ができるのではないか。それをうまく生かすと社会貢献や地域へ

の還元につながる。 

委 員：房総のむらには千葉市の多くの小学校が来ている。小学３～４年生が多

く、体験型ということが子どもたちにとって大変魅力的である。いろいろ

な体験ができ、実感を伴った学びができる。事前にワークシートを子ども

たちに配布しておくと目的意識をもって活動する。 

学習指導要領では伝統文化を学ぶとあり、子どものうちからこういった場

所で見聞き体験することで興味関心が高まって、将来につながるのではな

いか。体験以外にも、子どもに小遣いを持たせると有効に使う。時間やお



金を勘案し色々と考える。より短い体験も作ってもらえるとありがたい。 

委 員：学会が中央博と仕事している時に、限定した組織に対して行政がかかわる

のはいかがなものかといった意見もあった。限定的というけれども、興味

を持って、自分の体験を通して社会に貢献しようとしている意思を持った

人が多く集まっている、あるいは将来の意思を持つような子どもたちが集

まっている、そういった人たちに場所を提供することは文化の創造と継承

といった大きな目標に向かって有益なことである。良質な知的な刺激を求

めてくる人には与えていくべきである。こういった人たちにはどんどんサ

ービスしていい。最終的には全体に還元されるわけですから。行政は自信

をもってやってほしい。 

議 長：自己実現をどうとらえるのか。個人だけのものではなく、それをどうやっ

て還元するのかということが重要である。その場の一つとして博物館が存

在している。すぐに結論がでるものではなく、これから先のテーマでもあ

る。 

 

５ 諸連絡【事務局】 

 第３回の協議会はボランティアをテーマに、２月後半～３月初めに開催予定。 

 

６ 閉会 


